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【国際特許分類】
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   Ｃ１２Ｑ   1/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/566    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０２　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
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   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月8日(2012.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　匂い物質受容体が細胞表面に局在しており、細胞系が、１）配列番号：３３をコードす
る核酸配列に対応し、且つ匂い物質受容体細胞表面局在化および匂い物質受容体機能発現
を促進する能力があるポリペプチドをコードしている第一の遺伝子、および、２）配列番
号：３８をコードする核酸配列に対応し、且つ匂い物質受容体細胞表面局在化および匂い
物質受容体機能発現を促進する能力があるポリペプチドをコードしている第二の遺伝子を
発現する、匂い物質受容体を発現する細胞系。
【請求項２】
　請求項１記載の細胞系から作製された細胞膜調整物。
【請求項３】
　匂い物質受容体がヒト匂い物質受容体である、請求項１記載の細胞系。
【請求項４】
　匂い物質受容体がマウス匂い物質受容体である、請求項１記載の細胞系。
【請求項５】
　匂い物質受容体が合成匂い物質受容体である、請求項１記載の細胞系。
【請求項６】
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　ａ）ｉ）１）配列番号：３３をコードする核酸配列に対応し、且つ匂い物質受容体細胞
表面局在化および匂い物質受容体機能発現を促進する能力があるポリペプチドをコードし
ている第一の遺伝子、および、２）配列番号：３８をコードする核酸配列に対応し、且つ
匂い物質受容体細胞表面局在化および匂い物質受容体機能発現を促進する能力があるポリ
ペプチドをコードしている第二の遺伝子を発現する、匂い物質受容体を含む細胞または細
胞膜、および
　　ｉｉ）１つまたは複数の試験化合物
　を供給する段階、
　ｂ）該試験化合物を該細胞系または該細胞膜へ曝す段階、ならびに
　ｃ）該匂い物質受容体の活性を検出する段階を含む、
匂い物質受容体リガンドを同定するための方法。
【請求項７】
　２つ以上の試験化合物が含まれる、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　検出段階がレポーティング剤を検出する段階を含む、請求項６記載の方法。
【請求項９】
　匂い物質受容体がヒト匂い物質受容体である、請求項６記載の方法。
【請求項１０】
　試験化合物が匂いのある分子である、請求項６記載の方法。
【請求項１１】
　匂い物質受容体がマウス匂い物質受容体である、請求項６記載の方法。
【請求項１２】
　匂い物質受容体が合成匂い物質受容体である、請求項６記載の方法。
【請求項１３】
　匂い物質受容体に特異的な対照化合物の存在下で試験化合物が曝される、請求項６記載
の方法。
【請求項１４】
　ｄ）前記活性に基づいて匂い物質受容体リガンドの存在または非存在を検出する段階を
さらに含む、請求項６記載の方法。
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